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1･ まえがき

磯役,灰文案界より泣孔発破採炭法の炭鉱内導入の

安盟があi),資源技術拭政所の飢身である鉱光技術試

験所苅 l拓,九州支所,北手長道支所の火薬研究部門は

協同してその性能.ガス安全度等について研究を行な

った｡

鐸音符も,導爆線自体の安全度および性能について

従来の燥娼写矧 こよる爆発状況の親類,軽発試験坑道

における導燈線起賂株式による爆薬安全度試験を行な

ったl)｡

鍛近,英国の長礼式高圧注水発破法の出現;),また

ポーランドの WIB･CybtJIski氏3)の捉唱する長装

薬列の爆燃または不発発生防止対拝としての噂類線の

使用が捉唱され,さらに J.Cocu氏啓l)の高圧注水

発破法の研死中に導爆線起爆による範包の起爆状憩を

X線瞬間写1割こよる観痴した租皆が山たが,導爆線起
爆による樹薬包の松藤について再検討すべき気運にあ

り,錐者執まH.C.GrimshaW 氏の捉唱する ｢アル

ゴンフラッシュ光源による瞬間写六法｣与〉を用いて観

療した瞬間陰彫写Ttiについて報告する｡

2. 東映方法

この尖験における爽験配田およびアルゴンフラッシ

ュ光源の杓辻については既にr第 )鞭｣に述べたので
省略する｡ここで行なった実欧項目は次のごとくであ

る こ

()) 噂燥虐剰こ付けられた=薬包の燥轟陰好写共

(a) 空中恕吊の場合

(b) 透明塩化ビニール管中の装薬

(C) 水先墳した透明塩化ビニール管中の装薬

(2) 円板型燥薬包の噂爆線起爆

(a) 側面陰影写其

(b) 正面陰彫写ft

(C) 反射光源による瞬仰爆発させた写拭

(3) 比較写粥として筋管起爆による燦薬包の陰彫

写Ff

以上各項目のそれぞれの帝棒線虎姫の爆薬包の実験

条件については 〔Fig.1〕に示す｡
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Fig.lTestingCondition.

3. 典故項B(1)に対する恰形等在の取察

〔Fig･2〕は突放条件 〔t-a〕で行なった従来の燥伯

写真である｡これは薬包の爆発rJflにカメラのシャッタ

ーを閃き,起怨から爆発完了までの光輝を全部とらえ

るので,時間的の襲来は入らない｡

これと同一光政条件 〔1-a〕によJ),矧TJl陰彫写共

を 〔Fig.3)に示す｡噂燥線の燥発生成ガス,破砕粒

子は爆苑包を包みほとんど爆薬の爆発は見られない｡

第一薬包の下矧 こ燥薬包からの祈撃波が見られる程

度である｡〔Fig.4〕はその後の進展を示すもので,

この場合は導爆線からの爆発生成物を追越している｡

【Fig.)2〕は比故突放写六として雷管起爆の爆薬の陰

好写京であるが,起爆方法がことなるため当然その形

状もことなる｡W.B.Cybu)ski氏8)は起爆状況の差

異による煤娼発生時間の差異をあげているが,革者等

は丙写封からも見られるようにボケ･/ト形成点の有無

からも安全度妖艶結果に差異を生ずるものと考える｡

実験条件 〔1-b〕は 〔Fig･3〕では導爆線の爆発生

成物におおわれて税額できない点.英断 ま札内爆発で

ある点から透明ビニール中において爆発せしめ,その

陰影写ttを〔Fig･5〕に示す｡これによると,第2薬
包の左端の部分の一部までビニール管の変形,研撃波

の進出が見られる｡時問的には 〔Fig･3〕と同じ条件

であるので,〔Fig.3〕で撤発生成物 にかくれた部分

を想像することができる｡左側の筋 )兆包のビニール

管の上部は主として串燥鰍 こよる爆発生成物の陰影で
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6･22 あり,ビニール管の下部は爆兆の爆発に

よる祈繋波,ビニール変形である｡実際の現場発破での札内状

況はこれに近いと考えられる｡わが国の

長孔発破採炭にしても,高圧注水発破法にしても,発破札内に水を充

填した条件で導爆線により爆薬を起爆させるので,この先件

を想超したものが娼敦条件 〔1-C〕である｡そして

この条件で得られた写某が 〔Fig.6〕であ1)

,その後の衝撃波.爆発ガスの進展を示すものが〔F

ig.7コである｡〔Fig.

6〕 においては,時Jlq的には 〔Fig.3〕,および 〔Fig.5〕と同じものであるが,水充填により,

塩化ビニールの変形,導爆線の煩発生成物の巡歴はお

そい｡第1薬包の上孤の爆発ガス状の突出は,管内に気泡の存在した便

所であった｡塩化ビニール管下部は第 1薬包爆発に伴

なう変形である｡〔Fig.7〕はその後の進展状況を示すもので 〔Fig

.4〕とことなり,水の存在により特殊の形状を

なしているが,主として塩化ビニール管の下方向に爆発生戎

物が進展することが見 られ,CorePromi

ne-1Ceも少ない｡そしてガス安全姥の点からは

,水屑がメタンと爆発生成物との間で終審物として存

在しメタン着火を抑制することになる｡4. 英畿項EL

(2)に対する粒形写尭較寮従来の爆柏等寂では 〔F

ig.8-A〕に示すような燥焔が見られ上部には爆

発しないように思われたが,聾者執まかつて,燥婚写矧こおいて

導爆線起爆の爆薬の爆伯が導爆線の爆発生成物のため

におおわれて投れなかった場合もあり,この視点から

〔Fig.8-B〕のように爆発方向に対して正面か

らの陰影写fEをとることを試みた｡同時に実験項目(2

)に示すような円板薬包を作り,〔Fig.8-C〕に示すような矢印の



の一風 L=20mm)はボール紙のような揮い紙を川い

たO噂牒繰爆発 (I)による違燦から伝燦方向は矢印

(Ⅱ)のようになると考えたが,起爆側の円板細 (m)

は多少導爆線の雌発生flX物の影響があると考えるO背

腰韓 (I)から爆薬部(Ⅱ)が起爆されると,I)3群の
英日で(Ⅲ)はの反対僻には爆薬粉 (田件部)があ

り,･L/tずLも,除彰写穴通1)爆発生成ガスも退城LIr
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管起爆の燥薬包の陰形写真 〔Fig.12〕と比故考察するた

めである｡側面方向より見た除#写矧ま時rlq

をかえて進展状況を観察したものをそれぞれ〔F

ig.9〕,および ⊂Fig.10〕に,正面方向よ])見た

陰好写弟の一例を〔Fig.11〕に示す｡その

結果として,(1) 僻面起爆した燥苑包の陰彫写六

は燥伯写真〔Fig.8-Aコのように扇形とはな

らず,研撃波および爆発生成ガスは噂煩線からの触発生成ガス

も彫響するが楕円形となる｡〔Fjg.11参烈〕起

爆点から反対側-の伝燥方向性をもっことは前に鉄板就敦で報告

した1)｡ また 〔Fig.2〕でも硯鎖される｡

(2) 側面写rI〔Fig.9,10〕のごとく,円板型薬

包で前面に爆薬が迎綻しない時は,導爆線接前部から

ある角度 (α)をもって下方 〔Ⅱ-Ⅳ〕に進展 し空間
〔V

〕に出るが,尖際の薬包では接前部〔Ⅱ〕に反対側の薬包面に到る(Fig.8-C の点線部)ので,雷管

起爆の薬包末梢付近のようなポケットは形成 Lがた

い｡これらの差掛こよ]).rlElに畢者等が行

なった導爆線起爆による爆薬の安全度釈放での雷管起爆の

燥薬包との安全度試験結果の差異を生ずるものと考

える｡5. む す び以上導爆線起鰍 こよる燥薬包の燥轟

について,陰影写矧 こより硯頼し.安全度妖艶結果 と

も併せ考究した｡しかし,このような導爆農の爆発生成物中の

嬢藁の爆壷反応については,

さらにX線写fEのような方法がより明故な解答を与

えるであろう｡終りに本実験に試料を提供して爪いた旭化成工

業 (樵),日本カーリット(樵)に対して,また,本就故糊rTq中.粒々御意見御批判を噴いた鈴

木所蛙,佐々木採鉱保安部払 栗原課長に-#意を来します｡文
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P8rt.2.DetonatiohofttleCArtridge丘redbydetonatingfu8e.

T.Yoshida,S.Akaba,M.Tanakn &S.Matsumoto

Studyofgallerytestforthesuspendedcartridgetrain丘redbydetonatingfuse,
wasreportedpreviously(1953).

InEurope,theuseofdetonatingfuseincoalmines,isgoingtoincreasefor

thepulsedinfusionshotinlongholeblasting,orforthelongcartridgetraininthe

longborehole.

Bythephotographicmetods,authorsstudiedthedevelopmentofshockwaves

anddetonationproduclsfromthecharge丘redbythedetonatingfuse,undervarious
conditions(shownillFig.1.).

Thewaysofdevelopementsoftheshockwavesanddetonatingproductson

whichthesafetyofexplosivesdepends,aremadec)earinboththeaxialinitiationand

thelateralinitiationofcartridge.

(I) Thedetonationproductsfromthedetonatingfuseat丘rstcoverthecartridge,

butafteramomenttheshockwaveanddetonationproductsfromcartridgepassthrough

thosefromthedetonatingfuse.(Fig.3-4).

(2) Theshadowphotographtindertestingconditions(1-C)丘1ledbywater,
showsthatthewaterwillfom aAame･suppreeSingbarrierbetw∝nhotdetonation

productsandthein8ammableatmosphere.

(3) Bythephotographofthediskcartridge(Fig.1-〔2〕),atlthOrsrecognize

thediHerencebetweenthedamephotograph(Fig.2)andtheshadow photograph

(Fig,ll).

The"pocketformation"washard)ynoticedinthelateralinitiation(Fig.4-ll).

(ResourcesResearchInstittlte.)
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